
 

 新聞紙の触り心地や破れる感覚を楽しみながら、異年齢での交流ができました。年上児の真似をしたり、年下児

に優しくしたり関わりを楽しみながら、指先を使った遊びや全身を使って遊ぶ遊びを一緒に楽しんでいきたいで

す。 

R8.5.12(火) 

ちゅうりっぷ組・りす組 

 今日はりす組・ちゅうりっぷ組で一緒に新聞遊びをしました。保育者が新聞紙を「ガサガサ」と動かすと、じー

っと見つめる子どもたち。子どもたちに渡してみると、ビリビリと破きはじめました。 

新聞紙をビリビリに破いたり、横に引っ張ってち

ぎったり…と破る感覚を楽しんでいました。丸めた

り、ねじったりして形を変えて楽しむ姿も見られま

した。保育者が細くなった紙、小さくなった紙を集

め、上から降らせると、「キャー！」と声を出して

嬉しそうにする子どもたち。すると子どもたち自身

で紙を上に投げ、落ちてくる紙を笑顔で眺めて楽し

んでいましたよ！ 

その後、小さくなった紙を集めて新聞紙プールを

作ると、中に入って集まった紙の中でお風呂のよう

に座ったり、手をバタバタさせながらプール遊びの

ように楽しんだりしていました。また、寝転がって

新聞紙をかけてもらうと、「おやすみ～」とリラッ

クスしていました。「おはよう！」と起き上がる

と、「もう一回！」というように新聞紙を体にかけ

る姿が見られましたよ。保育者の真似をして友だち

と新聞紙のお布団を掛け合っていました。お風呂や

お布団など日々の生活での、経験を遊びの中で楽し

んでいる様子がとても可愛らしかったです♪ 

新聞紙を丸めて、折り

紙やポリ袋で包んでみま

した。おにぎりのように

手で握って丸くし、保育

者の様子を見ながら、真

似してテープも貼ろうと

していました。何になる

のかまたのお楽しみに！ 


